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医療の構造転換に挑む 総合メディカルグループ、新たな成長戦略を発表 

 

総合メディカルグループ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：多田 荘一郎）は 4 月 13

日に都内にて、医療を取り巻く構造変化を踏まえた新たな成長戦略を発表しました。 

 

同社は、調剤薬局「そうごう薬局」を全国に展開し、患者接点として地域医療のハブを担う中核

事業に加え、医療機関の開業・経営支援、医療人材の紹介・派遣、医療モールの開発、さらには

病院内アメニティや業務支援など、医療機関の運営全体を支える多角的な事業を展開してい

ます。単なる薬局会社ではなく、「医療機関を中心に、医療と生活をつなぐインフラを支える総

合サービス企業」である点が特徴です。 

 

これらの事業は、医療提供体制を構成するヒト・モノ・ハコを一体で支える構造となっており、

医師・医療従事者の流動化、開業・承継、業務や経営の効率化、患者導線といった課題を横断

的に解決してきました。 

 

こうした事業基盤を背景に、本戦略では、分断された医療提供体制を「患者さんの人生に沿っ

た医療の連続性」を軸に再設計し、持続可能な社会インフラとしての医療の再構築を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真左から、（敬称略） 

・総合メディカル㈱ 林田 壮一郎 

・総合メディカルグループ㈱ ・総合メディカル㈱ 代表取締役社長 多田 荘一郎 

・社会医療法人一成会 木村病院 院長  木村 玄 先生 

・総合メディカル㈱ 出森 慎一 

 



 

医療は持続可能性の限界に直面している 

現在、医療現場は需要の増大に対し、人材・財源・供給能力のすべてに同時に制約がかかると

いう、これまでにない局面を迎えています。病院の過半数が赤字に陥り、医療従事者の地域偏

在も解消されないなか、従来の「施設単位・量中心」の医療モデルは持続可能性の限界に直面

しています。こうした変化は不可逆的であり、単一の施設で完結する従来の仕組みでは、社会

インフラとしての機能を維持することが困難になっています。 

 

「治す医療」から、地域で「支え合う医療」への転換 

こうした限界を突破するためには、急性期における「治す医療」を中心に最適化されてきた従

来の設計から、患者さんの人生に沿って長期的に「支え続ける」設計へのパラダイムシフトが必

要です。従来の急性期中心のモデルでは、退院後の慢性期や生活期のニーズを十分に支えき

れず、結果として再発や再入院を繰り返す構造が生まれていました。 

 

これからの時代、医療の価値は単なる機能回復にとどまりません。患者さんが住み慣れた地域

で尊厳を持って暮らし続けるためには、医療機関同士が分断されたままではなく、地域全体で

ケアを分かち合い、共に支え合う仕組みが不可欠です。 

 

さらに、医療提供体制とは、ヒト・モノ・ハコ（場所）がリアルタイムに最適に組み合わさることで

機能する統合システムです。従来の個別最適の積み重ねでは限界があり、患者さんを中心に地

域全体で最適化された医療提供体制への転換が求められています。 

 

医療、介護、そして地域社会が一体となり、患者さんの人生に沿った医療の連続性を断絶させ

ない「つながる構造」を構築することこそが、再発・再入院の抑制と生活の質の向上を実現し、

医療費の膨張を抑え、患者さんと社会双方の持続可能性を確かなものにします。 

 

成長戦略：医療の連続性を実装する「地域医療支援プラットフォーム」 

総合メディカルグループは、これらの事業基盤を活かし、この医療の「連続性」を社会に実装し

てまいります。 

 

具体的には、医療機関の経営基盤を安定させるため、医療人材の紹介・派遣といった「ヒト」の

支援に加え、医師同士をつなぐ独自のネットワークを基盤とした包括支援を推進します。これ

により、医療人材の最適配置を実現し、医療提供体制の安定化に貢献します。 

 

一方で、医療機器や医療材料、医薬品といった「モノ」の調達・配置を最適化するとともに、業

務の簡素化・標準化・デジタル化を通じて非効率を解消し、医療資源全体の稼働率向上を実現

します。 



 

 

さらに、入院アメニティ事業や薬局事業を通じて得られる患者接点を起点に、「ハコ」を超え

て、退院後の「そうごう薬局」での対人業務、在宅医療、さらには生活支援へとシームレスにつ

なげます。これにより、服薬管理を起点とした生活支援・見守りを含む包括的なケアを提供し、

患者さんを中心とした地域医療の最適化を実現します。 

 

また、地域医療の要である診療所に対しては、これらの基盤を活かし、新規開業における事業

計画の策定から融資支援、不動産の開発・紹介、医療機器の導入までを一体的に支援するとと

もに、親族承継が困難なケースにおいては第三者承継（M&A）や開業後の経営支援を強化し、

「よい専門医」が地域医療そのものに専念できる環境を整えます。 

 

これらの取り組みを通じ、病院、医療モール、薬局といった各機能を有機的に結びつける「地域

医療支援プラットフォーム」を構築し、患者中心の価値を提供することで、持続可能な医療の未

来を支えてまいります。 

 

総合メディカルグループ株式会社 代表取締役社長 多田荘一郎は次のように述べています。

「私たちは、医療を『治す』完結型から、地域全体で『支え続ける』連続型へと再設計しなければ

なりません。個々の施設が孤立するのではなく、地域全体で『支え合う』構造への転換こそが、

持続可能な未来を創ります。当グループは『地域医療支援プラットフォーム』を通じて、医師が

志を全うでき、患者さんが住み慣れた地域で尊厳を持って暮らし続けられる社会インフラを支

えてまいります。」 

以上 

 

総合メディカルグループについて 

総合メディカルグループは、「医療を支え、より良い社会を共創する」という経営理念のもと、

医師のキャリア支援、医業承継、医療モール開発から薬局運営、在宅医療支援までをワンストッ

プで提供する、国内有数の医療総合支援企業グループです。全国に広がる多面的な医療接点

を「共創プラットフォーム」として地域へ開放し、医療アクセスの持続と、患者さんを含む地域の

人々の生活をシームレスに支える次世代の地域医療インフラの構築をリードしています。 

• 設立： 1978 年 

• 社員数： 22,300 人 （薬剤師：3,000 人） 

• 拠点数： 調剤薬局約 800 店舗（ヘルスケア事業）ほか、医業支援拠点約 100 店、等 

• 事業内容： 医業経営コンサルティング、医療機関へのリース・レンタル、医師紹介・転職

支援、医療人材派遣、調剤薬局の運営、介護・在宅医療支援等 

• 公式サイト： https://www.sogo-medical.co.jp/ 

• SNS： LinkedIn、Instagram、YouTube、Facebook  

https://www.sogo-medical.co.jp/
https://www.linkedin.com/company/sogo-medical
https://www.instagram.com/sogo_medical/
https://www.youtube.com/@sogo-medical-grp_official
https://www.facebook.com/sogo.medical.group


 

【本件に関するお問い合わせ先】 

総合メディカル株式会社 広報グループ 

TEL：03-5255-6550  E-mail: koho-ir@sogo-medical.co.jp 

 

 


